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パブリックコメント 最終版
（2021年10月22日）

意見募集（2021年9月3日～10月4日） 回答（2021年10月22日）

No. 該当箇所 意見
（修正意見箇所）

理由 No. 意見に対する考え方

章 節 項

1 １（２） （前略）風力発電を始め
とする再生可能エネルギー
の県内での更なる導入拡大、
地域マイクログリッドなど
多様な主体による地域の再
生可能エネルギー等を活用
した分散型エネルギーシス
テムの構築、浪江町に開所
した「福島水素エネルギー
研究フィールド（ＦＨ２
Ｒ）」も活用した水電解装
置の更なる大型化・モ
ジュール化に係る技術開発
の推進、ＦＨ２Ｒ等で製造
した水素を県内で活用する
水素社会実現に向けたモデ
ル構築などを通じ、本構想
の実現に向けて取り組む。
（後略）

（前略）風力発電を始め
とする再生可能エネルギー
の県内での更なる導入拡大、
地域マイクログリッドなど
多様な主体による地域の再
生可能エネルギーと燃料電
池やコージェネレーション、
蓄電池、需要側リソース等
を組み合わせた分散型エネ
ルギーシステムの構築、浪
江町に開所した「福島水素
エネルギー研究フィールド
（ＦＨ２Ｒ）」も活用した
水電解装置の更なる大型
化・モジュール化に係る技
術開発の推進、ＦＨ２Ｒ等
で製造した水素を県内で活
用する水素社会実現に向け
たモデル構築などを通じ、
本構想の実現に向けて取り
組む。（後略）

分散型エネルギーリソー
スについて、１１４ページ
においては「再エネ、燃料
電池・コジェネ等、蓄電池、
需要側リソース等の分散型
エネルギーリソース」と表
記され、また、４６ページ
脚注においては「分散型エ
ネルギーリソースは、変動
型再生可能エネルギーや燃
料電池等の発電設備、蓄電
池等の蓄エネ設備、大規模
工場や水電解装置等の需要
設備に大別され、・・・」
と表記されており、分散型
エネルギーリソースの定義
を明確にする意味で同様の
表現としていただきたい。

130

67

分散型エネルギーリソース
にコージェネレーションを
追記すべき

「分散型エネルギーリソー
ス」の説明は、P２５の注
釈３に記載しております。
御指摘の点をふまえ、こち
らに「コージェネレーショ
ン」を追記させていただき
ます。

分散型エネルギーリソース
について、具体的に記載す
べき

分散型エネルギーリソース
の導入拡大については、エ
ネルギー基本計画（案）の
５（４）に記載しておりま
す。

（前略）風力発電を始め
とする再生可能エネルギー
の県内での更なる導入拡大、
地域マイクログリッドなど
多様な主体による地域の再
生可能エネルギー等を活用
した分散型エネルギーシス
テムの構築、浪江町に開所
した「福島水素エネルギー
研究フィールド（ＦＨ２
Ｒ）」も活用した水電解装
置の更なる大型化・モ
ジュール化に係る技術開発
の推進、ＦＨ２Ｒ等で製造
した水素を県内で活用する
水素社会実現に向けたモデ
ル構築などを通じ、本構想
の実現に向けて取り組む。
（後略）
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パブリックコメント 最終版
（2021年10月22日）

意見募集（2021年9月3日～10月4日） 回答（2021年10月22日）

No. 該当箇所 意見
（修正意見箇所）

理由 No. 意見に対する考え方

章 節 項

2 ４ （３） ① （前略）
こうした課題に対応する

ため、送電網に関するマス
タープランの策定、蓄電シ
ステム等の分散型エネル
ギーリソースの導入拡大及
び再生可能エネルギーの主
力電源化の鍵を握る蓄電池
や水素の活用等による脱炭
素化された調整力の確保や
系統混雑緩和への対応促進、
系統の安定性を支える次世
代インバータ等の開発を進
めるなど電力システムの柔
軟性の向上を図る。（後
略）

（前略）
こうした課題に対応する

ため、送電網に関するマス
タープランの策定、燃料電
池やコージェネレーション、
蓄電池、需要側リソース等
の分散型エネルギーリソー
スの導入拡大及び再生可能
エネルギーの主力電源化の
鍵を握る蓄電池や水素の活
用等による脱炭素化された
調整力の確保や系統混雑緩
和への対応促進、系統の安
定性を支える次世代イン
バータ等の開発を進めるな
ど電力システムの柔軟性の
向上を図る。（後略）

分散型エネルギーリソー
スについて、１１４ページ
においては「再エネ、燃料
電池・コジェネ等、蓄電池、
需要側リソース等の分散型
エネルギーリソース」と表
記され、また、４６ページ
脚注においては「分散型エ
ネルギーリソースは、変動
型再生可能エネルギーや燃
料電池等の発電設備、蓄電
池等の蓄エネ設備、大規模
工場や水電解装置等の需要
設備に大別され、・・・」
と表記されており、分散型
エネルギーリソースの定義
を明確にする意味で同様の
表現としていただきたい。

130

67

分散型エネルギーリソース
にコージェネレーションを
追記すべき

「分散型エネルギーリソー
ス」の説明は、P２５の注
釈３に記載しております。
御指摘の点をふまえ、こち
らに「コージェネレーショ
ン」を追記させていただき
ます。

分散型エネルギーリソース
について、具体的に記載す
べき

分散型エネルギーリソース
の導入拡大については、エ
ネルギー基本計画（案）の
５（４）に記載しておりま
す。

（前略）
こうした課題に対応する

ため、送電網に関するマス
タープランの策定、蓄電シ
ステム等の多様な分散型エ
ネルギーリソース 3 の導
入拡大及び再生可能エネル
ギーの主力電源化の鍵を握
る蓄電池や水素の活用等に
よる脱炭素化された調整力
の確保や系統混雑緩和への
対応促進、系統の安定性を
支える次世代インバータ等
の開発を進めるなど、多様
なリソースを組み合わせる
ことを通じた電力システム
の柔軟性の向上を図る。
（後略）

3 分散型エネルギーリソー
スは、変動型再生可能エネ
ルギーやコージェネレー
ション、燃料電池等の発電
設備、蓄電池等の蓄エネ設
備、大規模工場や水電解装
置等の需要設備に大別され、
その規模も小規模から大規
模設備まで様々である。
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3

パブリックコメント 最終版
（2021年10月22日）

意見募集（2021年9月3日～10月4日） 回答（2021年10月22日）

No. 該当箇所 意見
（修正意見箇所）

理由 No. 意見に対する考え方

章 節 項

3 ５ （３） ② さらに、変動型再生可能
エネルギーの増加に伴い、
需要サイドにおいても、系
統の安定維持等のレジリエ
ンス強化に貢献する対策を
講ずることが必要である。
具体的には、系統の周波数
低下時に自律的に負荷制御
を行う需要サイドの機器
（エアコン等）導入や、猛
暑や厳冬などに起因する一
時的な供給力不足の際の需
要サイドのＥＶやコジェネ
等のリソース活用を促す対
策が必要。こうした取組は、
系統全体のレジリエンス強
化にも資する。

さらに、変動型再生可能
エネルギーの増加に伴い、
需要サイドにおいても、系
統の安定維持等のレジリエ
ンス強化に貢献する対策を
講ずることが必要である。
具体的には、系統の周波数
低下時に自律的に負荷制御
を行う需要サイドの機器
（エアコン等）導入や、猛
暑や厳冬などに起因する一
時的な供給力不足の際の需
要サイドのＥＶやコージェ
ネレーション等のリソース
活用を促す対策が必要。こ
うした取組は、系統全体の
レジリエンス強化にも資す
る。

文中計１２箇所で「コー
ジェネレーション」と表記
されており、定義を明確に
する意味で同様の表現とし
ていただきたい。

468 コージェネレーションの表
記を統一すべき

御指摘の点をふまえ、本文
中の「コジェネ」を「コー
ジェネレーション」に統一
させていただきます。

さらに、変動型再生可能
エネルギーの増加に伴い、
需要サイドにおいても、系
統の安定維持等のレジリエ
ンス強化に貢献する対策を
講ずることが必要である。
具体的には、系統の周波数
低下時に自律的に負荷制御
を行う需要サイドの機器
（エアコン等）導入や、猛
暑や厳冬などに起因する一
時的な供給力不足の際の需
要サイドのＥＶやコージェ
ネレーション等のリソース
活用を促す対策が必要。こ
うした取組は、系統全体の
レジリエンス強化にも資す
る。
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パブリックコメント 最終版
（2021年10月22日）

意見募集（2021年9月3日～10月4日） 回答（2021年10月22日）

No. 該当箇所 意見
（修正意見箇所）

理由 No. 意見に対する考え方

章 節 項

4 ５ （４） 蓄電池等の分散型エネル
ギーリソースの有効活用な
ど二次エネルギー構造の高
度化

分散型エネルギーリソース
の有効活用など二次エネル
ギー構造の高度化

分散型エネルギーリソー
スについて、１１４ページ
においては「再エネ、燃料
電池・コジェネ等、蓄電池、
需要側リソース等の分散型
エネルギーリソース」と表
記され、また、４６ページ
脚注においては「分散型エ
ネルギーリソースは、変動
型再生可能エネルギーや燃
料電池等の発電設備、蓄電
池等の蓄エネ設備、大規模
工場や水電解装置等の需要
設備に大別され、・・・」
と表記されている。分散型
エネルギーリソースは本文
中で定義されており、ここ
ではその定義を明確にする
意味で個々の機種を特定さ
せる言葉を省いた表現とし
ていただきたい。

記載なし 蓄電池等の分散型エネル
ギーリソースの有効活用な
ど二次エネルギー構造の高
度化

※４（３）①に記載
3 分散型エネルギーリソー
スは、変動型再生可能エネ
ルギーやコージェネレー
ション、燃料電池等の発電
設備、蓄電池等の蓄エネ設
備、大規模工場や水電解装
置等の需要設備に大別され、
その規模も小規模から大規
模設備まで様々である。
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パブリックコメント 最終版
（2021年10月22日）

意見募集（2021年9月3日～10月4日） 回答（2021年10月22日）

No. 該当箇所 意見
（修正意見箇所）

理由 No. 意見に対する考え方

章 節 項

5 ５ （４） 分散型エネルギーリソー
スの活用促進に向けては、
蓄電池や再生可能エネル
ギーといった各種分散型リ
ソースを束ね、適切に市場
で分散型リソースの価値を
取引することができるアグ
リゲーターの一層の活躍が
必要である。（後略）

分散型エネルギーリソー
スの活用促進に向けては、
再生可能エネルギー、燃料
電池やコージェネレーショ
ン、蓄電池、需要側リソー
スといった分散型エネル
ギーリソースを束ね、適切
に市場で分散型リソースの
価値を取引することができ
るアグリゲーターの一層の
活躍が必要である。（後
略）

分散型エネルギーリソー
スについて、１１４ページ
においては「再エネ、燃料
電池・コジェネ等、蓄電池、
需要側リソース等の分散型
エネルギーリソース」と表
記され、また、４６ページ
脚注においては「分散型エ
ネルギーリソースは、変動
型再生可能エネルギーや燃
料電池等の発電設備、蓄電
池等の蓄エネ設備、大規模
工場や水電解装置等の需要
設備に大別され、・・・」
と表記されており、分散型
エネルギーリソースの定義
を明確にする意味で同様の
表現としていただきたい。

130

67

分散型エネルギーリソース
にコージェネレーションを
追記すべき

「分散型エネルギーリソー
ス」の説明は、P２５の注
釈３に記載しております。
御指摘の点をふまえ、こち
らに「コージェネレーショ
ン」を追記させていただき
ます。

分散型エネルギーリソース
について、具体的に記載す
べき

分散型エネルギーリソース
の導入拡大については、エ
ネルギー基本計画（案）の
５（４）に記載しておりま
す。

分散型エネルギーリソー
スの活用促進に向けては、
蓄電池や再生可能エネル
ギーといった各種分散型リ
ソースを束ね、適切に市場
で分散型リソースの価値を
取引することができるアグ
リゲーターの一層の活躍が
必要である。（後略）

※４（３）①に記載
3 分散型エネルギーリソー
スは、変動型再生可能エネ
ルギーやコージェネレー
ション、燃料電池等の発電
設備、蓄電池等の蓄エネ設
備、大規模工場や水電解装
置等の需要設備に大別され、
その規模も小規模から大規
模設備まで様々である。
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パブリックコメント 最終版
（2021年10月22日）

意見募集（2021年9月3日～10月4日） 回答（2021年10月22日）

No. 該当箇所 意見
（修正意見箇所）

理由 No. 意見に対する考え方

章 節 項

6 ５ （４） （前略）このため、需給調
整市場や卸電力市場等にお
いて分散型エネルギーリ
ソースが調整力や供給力と
して評価されるよう市場環
境整備を進める。また、太
陽光等の再生可能エネル
ギーの出力を高精度に予測
しつつ、生み出される電力
を束ねることにより、その
変動をならしてインバラン
スを抑制したり、蓄電池を
活用して市場動向に応じて
売電したりするといった再
生可能エネルギーのアグリ
ゲーション事業を含め、ア
グリゲーションビジネスの
促進に向けた技術実証を推
進する。（後略）

（前略）このため、需給調
整市場や卸電力市場等にお
いて分散型エネルギーリ
ソースが調整力や供給力と
して評価されるよう市場環
境整備を進める。また、太
陽光等の再生可能エネル
ギーの出力を高精度に予測
しつつ、生み出される電力
を束ねることにより、その
変動をならしてインバラン
スを抑制したり、燃料電池
やコージェネレーション、
蓄電池、需要側リソース等
を活用して市場動向に応じ
て売電したりするといった
再生可能エネルギーのアグ
リゲーション事業を含め、
アグリゲーションビジネス
の促進に向けた技術実証を
推進する。（後略）

分散型エネルギーリソー
スについて、１１４ページ
においては「再エネ、燃料
電池・コジェネ等、蓄電池、
需要側リソース等の分散型
エネルギーリソース」と表
記され、また、４６ページ
脚注においては「分散型エ
ネルギーリソースは、変動
型再生可能エネルギーや燃
料電池等の発電設備、蓄電
池等の蓄エネ設備、大規模
工場や水電解装置等の需要
設備に大別され、・・・」
と表記されており、分散型
エネルギーリソースの定義
を明確にする意味で同様の
表現としていただきたい。

130

67

分散型エネルギーリソース
にコージェネレーションを
追記すべき

「分散型エネルギーリソー
ス」の説明は、P２５の注
釈３に記載しております。
御指摘の点をふまえ、こち
らに「コージェネレーショ
ン」を追記させていただき
ます。

分散型エネルギーリソース
について、具体的に記載す
べき

分散型エネルギーリソース
の導入拡大については、エ
ネルギー基本計画（案）の
５（４）に記載しておりま
す。

（前略）このため、需給調
整市場や卸電力市場等にお
いて分散型エネルギーリ
ソースが調整力や供給力と
して評価されるよう市場環
境整備を進める。また、太
陽光等の再生可能エネル
ギーの出力を高精度に予測
しつつ、生み出される電力
を束ねることにより、その
変動をならしてインバラン
スを抑制したり、蓄電池を
活用して市場動向に応じて
売電したりするといった再
生可能エネルギーのアグリ
ゲーション事業を含め、ア
グリゲーションビジネスの
促進に向けた技術実証を推
進する。（後略）

※４（３）①に記載
3 分散型エネルギーリソー
スは、変動型再生可能エネ
ルギーやコージェネレー
ション、燃料電池等の発電
設備、蓄電池等の蓄エネ設
備、大規模工場や水電解装
置等の需要設備に大別され、
その規模も小規模から大規
模設備まで様々である。
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パブリックコメント 最終版
（2021年10月22日）

意見募集（2021年9月3日～10月4日） 回答（2021年10月22日）

No. 該当箇所 意見
（修正意見箇所）

理由 No. 意見に対する考え方

章 節 項

7 ５ （４）
脚注

7 分散型エネルギーリソー
スは、変動型再生可能エネ
ルギーや燃料電池等の発電
設備、蓄電池等の蓄エネ設
備、大規模工場や水電解装
置等の需要設備に大別され、
その規模も小規模から大規
模設備まで様々である。

7 分散型エネルギーリソー
スは、変動型再生可能エネ
ルギーや燃料電池、コー
ジェネレーション等の発電
設備、蓄電池等の蓄エネ設
備、大規模工場や水電解装
置等の需要設備に大別され、
その規模も小規模から大規
模設備まで様々である。

分散型エネルギーリソー
スについて、１１４ページ
においては「再エネ、燃料
電池・コジェネ等、蓄電池、
需要側リソース等の分散型
エネルギーリソース」と表
記されており、分散型エネ
ルギーリソースの定義を明
確にする意味で同様の表現
としていただきたい。

470 正しい文章に修正すべき/ 
分かりやすい文章に修正す
べき

いただきました御意見につ
きましては、可能な限り重
複無く簡潔な記述とする観
点に基づいて精査し、必要
な修正をさせていただきま
した。

－削除－

※４（３）①に記載
3 分散型エネルギーリソー
スは、変動型再生可能エネ
ルギーやコージェネレー
ション、燃料電池等の発電
設備、蓄電池等の蓄エネ設
備、大規模工場や水電解装
置等の需要設備に大別され、
その規模も小規模から大規
模設備まで様々である。
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パブリックコメント 最終版
（2021年10月22日）

意見募集（2021年9月3日～10月4日） 回答（2021年10月22日）

No. 該当箇所 意見
（修正意見箇所）

理由 No. 意見に対する考え方

章 節 項

8 ６ ⑤ 具体的には、再エネ、燃
料電池・コジェネ等、蓄電
池、需要側リソース等の分
散型エネルギーリソース
（ＤＥＲ）の活用・価値提
供を図るビジネスや、ＤＥ
Ｒの増大・活用を前提にし
た送電・配電系統の運用高
度化・設備形成を図る次世
代グリッドビジネス、さら
には特定地域における両者
の融合形態としてのマイク
ログリッドビジネス、また、
それらビジネスを可能にす
るシステムや機器、データ
基盤等のプラットフォーム
を提供するビジネスの発展
に向け、ＤＥＲの供給力や
調整力としての価値や環境
価値を取引できる各種市場
（スポット市場、時間前市
場、需給調整市場、先渡市
場、容量市場、再エネ価値
取引市場等）の市場整備を
含めた制度的対応や各種の
支援措置を通じた後押しも
含め、官民一体となって検
討を行い、取組を推進する。

具体的には、再エネ、燃
料電池・コージェネレー
ション等、蓄電池、需要側
リソース等の分散型エネル
ギーリソース（ＤＥＲ）の
活用・価値提供を図るビジ
ネスや、ＤＥＲの増大・活
用を前提にした送電・配電
系統の運用高度化・設備形
成を図る次世代グリッドビ
ジネス、さらには特定地域
における両者の融合形態と
してのマイクログリッドビ
ジネス、また、それらビジ
ネスを可能にするシステム
や機器、データ基盤等のプ
ラットフォームを提供する
ビジネスの発展に向け、Ｄ
ＥＲの供給力や調整力とし
ての価値や環境価値を取引
できる各種市場（スポット
市場、時間前市場、需給調
整市場、先渡市場、容量市
場、再エネ価値取引市場
等）の市場整備を含めた制
度的対応や各種の支援措置
を通じた後押しも含め、官
民一体となって検討を行い、
取組を推進する。

文中計１２箇所で「コー
ジェネレーション」と表記
されており、定義を明確に
する意味で同様の表現とし
ていただきたい。

468 コージェネレーションの表
記を統一すべき

御指摘の点をふまえ、本文
中の「コジェネ」を「コー
ジェネレーション」に統一
させていただきます。

具体的には、再生可能エ
ネルギー、燃料電池・コー
ジェネレーション等、蓄電
池、需要側リソース等の分
散型エネルギーリソース
（ＤＥＲ）の活用・価値提
供を図るビジネスや、ＤＥ
Ｒの増大・活用を前提にし
た送電・配電系統の運用高
度化・設備形成を図る次世
代グリッドビジネス、さら
には特定地域における両者
の融合形態としてのマイク
ログリッドビジネス、また、
それらビジネスを可能にす
るシステムや機器、データ
基盤等のプラットフォーム
を提供するビジネスの発展
に向け、ＤＥＲの供給力や
調整力としての価値や環境
価値を取引できる各種市場
（スポット市場、時間前市
場、需給調整市場、先渡市
場、容量市場、再生可能エ
ネルギー価値取引市場等）
の市場整備を含めた制度的
対応や各種の支援措置を通
じた後押しも含め、官民一
体となって検討を行い、取
組を推進する。
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パブリックコメント 最終版
（2021年10月22日）

意見募集（2021年9月3日～10月4日） 回答（2021年10月22日）

No. 該当箇所 意見
（修正意見箇所）

理由 No. 意見に対する考え方

章 節 項

9 ５ （８） 民生部門については、世
界に先駆けて商用化を実現
した家庭用燃料電池（エ
ネァーム）については、販
売価格も、ＰＥＦＣ（固体
高分子型燃料電池）の場合、
販売開始時の３００万円超
から、１００万円を切る水
準まで低下しており、レジ
リエンスの強化にも資する
ことから累積導入量が３０
万台を超え、市場における
自立的な普及が見通せる時
期に入っている。（後略）

民生部門については、世
界に先駆けて商用化を実現
した家庭用燃料電池（エ
ネァーム）については、販
売価格も、ＰＥＦＣ（固体
高分子型燃料電池）の場合、
販売開始時の３００万円超
から、１００万円を切る水
準まで低下しており、レジ
リエンスの強化にも資する
ことから累積導入量が４０
万台を超え、市場における
自立的な普及が見通せる時
期に入っている。（後略）

弊財団の調査で２０２１
年７月時点での導入実績が
４０万台を超えていること
から修正いただきたい。

記載なし 民生部門については、世
界に先駆けて商用化を実現
した家庭用燃料電池につい
ては、販売価格も、ＰＥＦ
Ｃ（固体高分子型燃料電
池）の場合、販売開始時の
３００万円超から、１００
万円を切る水準まで低下し
ており、レジリエンスの強
化にも資することから累積
導入量が４０万台を超え、
市場における自立的な普及
が見通せる時期に入ってい
る。（後略）
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